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1 日目　10 月 16 日（木）
一般演題（口演）

























師会、NTT・帝人等の民間企業の 12 機関が参加した。訓練は 10





















洋 1）、口井　信孝 2）、坂井　征一郎 3）、中田　正明 4）、












密度測定用サーベイメータ 6 台（1 台／ブロック）、空間線量測定
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ティアに協力を仰ぎ、平成 23 年 3 月 23 日には支部内に赤十字防災
ボランティアセンターを立ち上げ、30 日からは宮城県に向け 8 陣
に分けてボランティア派遣を実施。延べ 74 名が復興支援活動を行っ








平成 25 年 11 月には、被災者により寄り添ったボランティア活動を
展開するため、防災ボランティア 35 名が岩手県の仮設団地二カ所
を訪れ、岡山の特産品である黒豆を用いたちらし寿司と、ぶっかけ
うどん（株式会社ふるいち提供）を住民の皆さまにふるまうと共に、
仮設団地の建物を利用したミニコンサートの実施や、救急法等の講
習会を行った。これら一連のボランティア活動とその成果について
報告する。
